
（別紙３）

～ 2025年1月20日

（対象者数） 33 （回答者数） 29

～ 2025年1月20日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
コミュニケーションをより一層う行うために、保護者交流
会など交流する時間を増やしていきたい

2 今後もより分かりやすく伝えられるように心がける

3 今後も引き続き、職員全員で同じ方を向き業務していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
月一回の地域へのクリーン活動の実施と自治会への挨拶を
欠かさず行い、その中で児童同士の繋がりも作っていく

2
年度末の保護者交流会、夏休みのイベント(夏祭り)でのご
きょうだい含めた参加。その他でも、イベントや行事

3

事業所の支援の満足度
利用者、保護者に寄り添う支援を常に意識して取り組めて
いる

事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利
用者負担等について丁寧な説明をする

はじめて放課後等デイサービスを利用する利用者も多いた
め、利用者の立場になり、分かりやすく丁寧に説明するこ
とを心がけた

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を
業務改善につなげている

一つのチームとして、『安心して、安全に、楽しく』利用
者に通所していただけるよう、常に意識ができ取り組めて
いた

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこど
もと活動する機会がない

機会がないこと、機会を持ちにくいことが考えられる

きょうだい向けのイベントの開催等により、きょうだい
同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支
援がなかなか出来ていない

きょうだい向けのイベントの開催をする機会がなかった

2024年12月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アプリ児童デイサービス能登川

○保護者評価実施期間 2024年12月4日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


